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１ はじめに 

 大学入試研究委員会では、県内の高校生に対して、昭和

63 年度入試から共通一次試験、平成 2 年度入試からは大学

入試センター試験に関するアンケートを毎年実施している。

このアンケートの結果を分析し、数学の指導方法について

研究を続けてきた。今回も昨年度に続き意識調査のアンケ

ートを「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」の科目別に行

った。 

今年度の大学入試センター試験は、志願者が 559,132 人

（昨年度 560,672 人）で、昨年度と比べて 1,540 人減少し

た。受験率は 94.89％（昨年度 94.95％）とほぼ昨年度並み

であった。 

 受験者数は、「数学Ⅰ・数学Ａ」が 338,406 人（昨年度

391,420人）、「数学Ⅱ・数学Ｂ」が301,184人（昨年度355,492

人）と、どちらも昨年と比べ減少した。平均点は「数学Ⅰ・

数学Ａ」が 61.27点（昨年度 62.08 点）、「数学Ⅱ・数学Ｂ」

が 39.31点（昨年度 53.94点）であった。（数字は大学入試

センター発表） 

 「数学Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」ともに大問構成、

配点ともに新課程対応のものとなった。 

「数学Ⅰ・数学Ａ」は、解答数、難易度はほぼ同じであ

るが、計算量がやや減少した。「数学Ⅱ・数学Ｂ」は、計算

量が増え、大きく難化した。過去 10 年における全国平均と

比較してもその差は大きく、苦戦した生徒が多い。 

 

 

２ アンケートの概要 

 大学入試研究委員会では、例年、愛媛県内各高校の協力

を得て、現役高校生の実態を調査している。 

アンケートはセンター試験の各設問別に正答、誤答、無

答を記入する問題編と、受験生がセンター試験を受験して

の意識を問うアンケート編の 2 部構成となっている。今回

のアンケートは県内 2073 名の受験生の協力を得ることが

できた。また、アンケートはセンター試験直後に実施して

いただいた。 

 なお、表中の愛媛県平均点は、アンケートによる結果で

あり、全県下の受験生の平均点ではない。 

 

 

 

 

表１ 平均点比較 

 愛 媛 全 国 

数学ⅠＡ 60.7 (60.6) 61.27 (62.08) 

数学ⅡＢ 34.3 (48.1) 39.31 (53.94) 

（  ）は、前年度の平均点を表す。 

全国平均は大学入試センター発表。 

 

表２ 全国平均点、愛媛県平均点の推移 

数学Ⅰ・Ａ 愛 媛 全 国 差 

H18 68.6 62.4 6.2 

H19 59.5 54.1 5.4 

H20 71.6 66.3 5.3 

H21 68.0 64.0 4.0 

H22 49.4 49.0 0.4 

H23 70.6 66.0 4.6 

H24 71.0 70.0 1.0 

H25 49.6 51.2 -1.6 

H26 60.6 62.1 -1.5 

H27 60.7 61.3 -0.6 

 

数学Ⅱ・Ｂ 愛 媛 全 国 差 

H18 60.3 57.7 2.6 

H19 49.5 48.9 0.6 

H20 51.9 51.0 0.9 

H21 49.3 50.9 -1.6 

H22 55.2 57.1 -1.9 

H23 53.0 52.5 0.5 

H24 48.8 51.2 -2.4 

H25 52.4 55.6 -3.2 

H26 48.1 53.9 -5.8 

H27 34.3 39.3 -5.0 

 

 表１は本アンケートによる本県の平均点と大学入試セン

ターが発表している平均点の比較である。 

結果は、表２のとおりであるが、昨年度に引き続き、「数

学Ⅰ・数学Ａ」、「数学Ⅱ・数学Ｂ」ともに全国平均を下回

っている。また、「数学Ⅱ・数学Ｂ」において、全国平均と

の差は昨年度と同様に大きく、愛媛県の高校生の数学の学

力の状況が推察できる。 

 



３ センター試験の全体的傾向 

 (1) 数学Ⅰ・数学Ａ 

 今回から新課程対応の出題となり、「データの分析」が大

問として出題された。数学Ａの「場合の数,確率」、「整数の

性質」、「図形の性質」の 3 問から 2 問を選択する形式であ

り分量、配点ともに適切なものであった。難易度は昨年と

同程度であり、問題文が長いものもあり迅速な処理が求め

られる。なお、第 4 問では「場合の数」のみの出題となり、

確率を問う問題が 1 問も出題されなかった。本県受験生と

全国平均の差は昨年よりも縮まっているが、依然として厳

しい状況にある。幅広い内容から基本を問う問題が多く、

その定着が必要である。 

 なお、選択問題は 3分野から 2 つの選択であったが、表

3、5 から分かるように第 6 問の図形の性質を避ける傾向が

強いといえる。また、実際に試験問題を見てから選択した

生徒もかなり多かった。選択問題それぞれの難易度はおよ

そ統一されていたといえる。 

 

表３ 選択問題をいつ選んだか 

選択した問題の

みを解いた 

選択した問題以外も解いてみて、自信

のある問題を解答した 

78.9％ 21.0％ 

 

表４ 大問別平均点および得点率 

問題番号 

（配点） 

平均点 

（点） 

得点率 

（％） 

第１問（20） 

2 次関数 

10.5 

（11.1） 

52.5 

（55.5） 

第２問（25） 

集合と命題 

図形と計量 

15.6 

（16.2） 

62.4 

（64.8） 

第３問（15） 

データの分析 

11.5 

（11.7） 

76.7 

（78.0） 

第４問（20） 

場合の数 

12.2 

（12.9） 

61.0 

（64.5） 

第５問（20） 

整数の性質 

11.2 

（12.5） 

56.0 

（62.5） 

第６問（20） 

図形の性質 

11.1 

（12.6） 

55.5 

（63.0） 

（ ）は、Benesse 集計の全国平均を表す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

表５ 選択問題の組合せパターン 

組合せパターン 割合 

第４問と第５問 

（場合の数＋整数） 
56.7％ 

第４問と第６問 

（場合の数＋図形） 
16.0％ 

第５問と第６問 

（整数＋図形） 
27.3％ 

 

問題ごとの分析を行う。 

 

 第１問「2 次関数」 

 グラフの平行移動、最大値・最小値を考えさせる典型的

な問題である。計算がやや煩雑になるが、    の軸と定義

域の関係を正しく捉えられるかどうかがポイントである。

最初にグラフの頂点を問われ、次の設問が最大・最小を問

うという形式は目新しく、不等号の選択も含めてｳｴ，ｵｶの

正答率がいずれも 5 割を切っている。(2)は独立した設問で

あり、与えられた解から 2 次不等式を作り係数比較させる

ものである。ｷｸｹの正解率に比べ、ｺｻｼのそれは半分以下で

ある。単純な計算ミスも原因として考えられるが、式変形

の工夫も必要である。 

 

 第２問「集合と命題」，「図形と計量」 

 ［1］集合と命題 

 前半はﾄﾞ･ﾓﾙｶﾞﾝの法則を用いれば易しく、ほとんどの受

験生が正答である。後半は反例を 30 以下のｎから見つける

問題である。具体的に書き出せばｐ１，ｐ２によってかなり

候補は絞られるため、丁寧に調べれば十分完答できる。 

 ［2］図形と計量 

 前半は余弦定理と正弦定理を用いて三角比の基本を問う

問題で解きやすい。後半は三角形の形状に合わせて外接円

の半径 Rの最大・最小を求める問題であり、戸惑った受験

生もいたと思われる。正弦定理を用いて、図における AP

の長さに着目したい。ｼｽの正答率が 19.0％とｾに比べて約

10％低く、     の場面に気付けず誤答となった受験生

が多くいたと思われる。 

 

 第３問「データの分析」 

 新課程で注目された問題である。配点は 15点であり、問

題用紙が 4 ページに渡っているため、長い文章を素早く読

むことが必要であるが、計算問題は最後の相関係数のみで

ある。ヒストグラムと箱ひげ図の関係、及び複数の箱ひげ

図の比較といった基本に忠実に行えば平易なものばかりで

ある。用語や公式を正しく理解し、運用できるかが問われ

る。また今後は、より煩雑な計算を行うものやデータの傾

向を把握し説明するといった出題も考えられるため、その

動向に注目していきたい。 

 第 4 問「場合の数」 



 正方形 5 枚を 3 色で塗り分ける問題であり、積の法則を

用いれば求められるが、数え上げ方に戸惑った受験生もい

たようである。計算量はかなり少なく、誘導も丁寧にされ

ている。最後の問いで余事象の考え方が用いられることに

気付けずにいたため本県受験生の正答率はｼｽに関しては

17.8％止まりであった。新課程で注目されていた条件付き

確率は出題されず、また確率自体が全く出題されないのは

センター本試験では初めてであった。 

 

 第５問 「整数の性質」 

 素因数分解や約数の個数、平方数といった前半部分は取

り組み易く、確実に得点したい。後半は１次不定方程式に

関する問題であり、互除法を用いて特殊解を求めさせるも

のである。(4)は(2)、(3)の内容を利用できたかがポイント

である。この分野の基本事項を丁寧に抑えている出題であ

るといえ、問題量、難易度ともに標準的であった。 

 

 第６問 「図形の性質」 

 方べきの定理、重心の性質、ﾒﾈﾗｳｽの定理をまんべんなく

出題している。図がある程度正確に描けるかどうかがポイ

ントになるが、計算量は少なめである。本県受験生はｷｸの

正答率が 40.0％、ｻｼｽは 29.1％と他の設問に比べてかなり

低い。ﾒﾈﾗｳｽの定理を使いこなせていないことが浮き彫りと

なっている。 

 

 (2) 数学Ⅱ・数学Ｂ 

 昨年度の問題と比べ、計算量が増え全体的に難化した。

易しい設問が少なく、目新しい出題形式が数カ所見られた

ことも平均点が大きく減少した要因の 1 つである。第 1 問

をはじめとして複数の分野の知識を要求する問題が多く、

単純な公式の摘要では解決しづらいものが目立つ。ただし、

各問題とも丁寧な誘導がなされており、それに従えば解答

の糸口が見つけやすい。昨年度まで出題されていなかった

三角関数が復活した。また、新課程対応となり、選択問題

から「統計とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ」「数値計算とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ」がなくなり、

新たに「確率分布と統計的な推測」が加わった。 

 

表４ 選択問題をいつ選んだか 

選択した問題の

みを解いた 

選択した問題以外も解いてみて、自信

のある問題を解答した 

92.6％ 7.3％ 

  

 

 

 

 

 

 

 

表５ 大問別平均点および得点率 

問題番号 

（配点） 

平均点 

（点） 

得点率 

（％） 

第１問（30） 

三角関数、図形と方程式 

指数・対数関数 

9.7 

（11.4） 

32.3 

（38.0） 

第２問（30） 

微分法・積分法 

11.3 

（13.0） 

37.7 

（43.3） 

第３問（20） 

数列 

6.2 

（6.9） 

31.0 

（34.5） 

第４問（20） 

平面ベクトル 

6.9 

（7.7） 

34.5 

（38.5） 

第５問（20） 

確率分布と統計的な

推測 

8.3 

（7.5） 

41.5 

（37.5） 

 

表６ 選択問題の組合せパターン 

組合せパターン 割合 

第３問と第４問 

（数列＋ベクトル） 
86.3％ 

第３問と第５問 

（数列＋確率分布と統計的な推測） 
5.5％ 

第４問と第５問 

（ベクトル＋確率分布と統計的な推測） 
8.2％ 

 

 第１問「三角関数」「図形と方程式」，「指数・対数関数」 

 ［1］三角関数、図形と方程式 

三角関数で表された 2つの点についての問題のため、特

に文系の生徒にとっては見慣れない題材であり、取り組み

にくかったといえる。(1)，(2)において加法定理の逆を変

形していくところがポイントである。 の範囲に注意しな

がら解き進めていきたい。ｱの設問以外はすべて正答率が 5

割に満たない結果となっている。問題量、計算量は例年並

みといえるが、誘導に従っての式変形が難しく感じられた。 

［2］指数・対数関数 

最初の問いであるｽｾｿ、ﾀﾁﾂﾃの本県受験生の正答率はそ

れぞれ 43.0％、26.9％と極めて低く、無答の割合が大きい。

両辺を 2 乗、3 乗するなどしてｘ，ｙの式を求めることに

対する誘導がなく、戸惑う受験生が多かったようである。

相加･相乗平均についての誘導はあり、指数法則を正確に使

えれば、全体的には難しくない。 

 

 第２問「微分法・積分法」 

 平均変化率、定義に従って微分係数を求める問題から始

まっており、定義を正しく理解できていたかが問われたが、

ｱｲ、ｳ、ｴともに正答率は 50 パーセント前後と振るわなか

った。(2)以降は接線、面積といった典型的な問題であり、



図を丁寧に描き位置関係を正確に把握して計算したい。計

算量がやや多めであり、難易度は昨年並みだが、得点率は

昨年の 51.0％に対して 37.7％と大きく下がっている。第 1

問の後に解答したため慌てた受験生もいたかもしれないが、

目先を変えられることにより問題の難易度に関わらず得点

率が大きく下がったといえる。 

 

 第３問「数列」 

 設問数の割に計算量が多く、かなりの受験生が苦戦した

と推察される。(1)は２のｎ乗の一の位を周期数列として捉

えさせるものである。(2)の場合分けによる一般項を求める

部分から上手く誘導に乗れたかがポイントであった。後半

の和、積を求める問題では、添え字の扱いからの周期性の

把握、4 項ずつにまとめて考えること、正確な指数計算が

必要とされる問題であった。受験生の多くが(3)以降の設問

を得点できず、正答率も 10％を切った設問が多い。この数

列の大問が、今回の数学ⅡＢの平均点を大きく低下させた

要因の１つといえるだろう。確かな計算力に加え、実験を

通して数列の変化と全体像を考察する力が必要である。 

  

第４問「ベクトル」 

 昨年は空間ベクトルの出題であったが、今年度は平面ベ

クトルの問題に戻った。ひし形を題材にした基本的な計算

がメインである。基準となるベクトルの 1 つがひし形の対

角線であったこともあり、        をはじめに与えられた 2つの

ベクトルで表せたかが最初のポイントである。また、点 Q

が線分 BCの外分点となるところなどは図を正確に描き、そ

の後の複数の交点について把握していきたい。計算量はや

や多いが、難易度は標準的といってよい。分点公式、内積

計算などを正確に計算しきる力が求められている。 

 

 第５問「統計とコンピュータ」 

 前半は単純な試行における確率、期待値、分散からの出

題であり、基本的な知識を用いた数値計算である。後半は

正規分布や信頼度を変化させての信頼区間の幅に関する問

題である。母平均を推定する公式をしっかり押さえていた

かが問われる。他の選択問題と比較して計算量も少なく、

非常に取り組み易い内容であったといえる。 

 

 

４ 研究のまとめと今後の課題 

 今年度の出題傾向とアンケート結果から次のことが考え

られる。 

 

 (1) 誘導形式の問題への対応 

 近年のセンター試験の特徴として、題意をしっかり読み

取らせることや、段階的に問題を解かせることなどの工夫

がなされているといえる。そのため、どの設問もおおむね

誘導が丁寧であり、 問題にストーリー性をもたせ、設問ご

とを関連付けている。この形式に早い段階から慣れさせ、

解法の糸口を見いだすことや、設問の流れを掴み解答して

いく力を身に付けさせることが必要である。 

 (2) 2年目となる新課程入試の分析と対策 

 数学ⅠA については、旧課程と同様に幅広い分野から基

本事項を問う問題が中心となっている。ただし、今回出題

されていない内容である条件付き確率、空間図形、剰余、

ｎ進法などについても、引き続き注視しておく必要がある。

したがって、教科書の内容を確実に理解した上で様々な題

材に対応できる問題演習を積んでいくことが大切である。

また、「データの分析」の配点 15 点が減少することも考え

られる。数学ⅡＢについては旧課程との出題範囲に大きな

差はない。しかし、融合問題や目新しい導入が増えていた。

今回が非常に低い平均点であったことから、来年の内容は

注目されるところだが、限られた時間内に手際よく処理す

る力が求められることは変わらない。数学ⅠＡ、ⅡＢとも

に出題形式が変わっても対応できる読解力と正確な計算力

を養わせることが大切である。 

 

(3) 根本的な公式・定理の理解力 

 単純な公式の摘要によって解決できる問題が少なくなっ

たことが今回の数学ⅡＢの出題内容からも伺える。定義に

従った微分係数を求める内容をはじめとして、その分野の

基礎基本を根本から問う問題が国公立大学の個別試験にお

いても垣間見られる。平素から、知識としての公式の伝達

にとどまることなく、その成り立ちや原理を理解していけ

るようにしておくことが望まれる。 

 

 

平成 27年度大学入試センター試験 アンケート集計結果 

 

数学Ⅰ・Ａ 

 

１ 問題は全体として、教科書の節末・章末問題と比べ 

 人数 ％ 

やさしかった 393 19.0 

同じ程度だった 1132 54.6 

むずかしかった 548 26.4 

２ この程度の問題ならば 

 人数 ％ 

教科書中心の授業で十分 1021 49.3 

受験準備が必要 1045 50.4 

３ 出題数は 

 人数 ％ 

少なすぎる 167 8.1 

ちょうどよい 1636 78.9 

多すぎる 270 13.0 

 

 

 



４ 出題分量に対して、時間は 

 人数 ％ 

少なすぎる 498 24.0 

ちょうどよい 1424 68.7 

多すぎる 151 7.3 

５ 問題の傾向についてみると 

 人数 ％ 

知識を問う傾向 498 24.0 

考え方を見る傾向 572 27.6 

知識と考え方のバランスがと

れている 
1003 48.4 

６ 解答形式（マークセンス方式）について、その練習は 

 人数 ％ 

しなくてもよい 362 17.5 

少しはしたほうがよい 1312 63.3 

大いにしなければならない 399 19.2 

７ どの問題を選択しましたか 

 人数 ％ 

第４問と第５問 1175 56.7 

第４問と第６問 332 16.0 

第５問と第６問 566 27.3 

８ 選択問題について 

 人数 ％ 

選択した問題のみを解いて 

マークした 
1635 78.9 

選択した問題以外も解いて、

自信のある解答をマークした 
435 21.0 

 

自己採点結果 

第１問 正答(％) 誤答(％) 無答(％) 

ｱｲ 93.2 6.4 0.4 

ｳｴ 48.2 47.3 4.5 

ｵｶ 28.5 65.0 6.5 

ｷｸｹ 57.2 27.4 15.4 

ｺｻｼ 27.8 52.6 19.6 

第２問 正答 誤答 無答 

ｱ 83.7 14.8 1.5 

ｲ 48.8 46.2 5.1 

ｳｴ 34.8 59.3 5.8 

ｵ 96.1 3.0 0.9 

ｶｷ 95.8 3.7 0.6 

ｸｹｺｻ 85.0 12.2 2.8 

ｼｽ 19.0 59.3 21.7 

ｾ 29.5 50.5 20.1 

第３問 正答 誤答 無答 

ｱ 82.0 16.3 1.7 

ｲｳｴｵ 82.8 15.4 1.7 

ｶｷ 77.5 20.6 1.9 

ｸ 55.7 39.4 4.9 

第４問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 55.5 39.9 4.6 

ｳｴ 71.2 25.4 3.4 

ｵ 88.7 9.4 1.9 

ｶ 73.9 22.2 3.9 

ｷ 69.1 25.2 5.7 

ｸｹ 63.4 28.8 7.7 

ｺｻ 50.5 38.5 11.0 

ｼｽ 17.8 65.0 17.3 

第５問 正答 誤答 無答 

ｱｲｳ 97.7 1.4 0.9 

ｴｵ 58.4 37.4 4.2 

ｶｷ 74.1 19.7 6.3 

ｸｹｺ 62.2 27.1 10.7 

ｻ 46.6 35.4 17.9 

ｼｽｾ 42.5 36.2 21.3 

ｿﾀﾁﾂ 14.9 51.4 33.7 

第６問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 80.5 17.4 2.1 

ｳ 80.5 15.5 4.0 

ｴｵｶ 51.7 35.7 12.6 

ｷｸ 40.0 44.8 15.3 

ｹｺ 55.4 29.1 15.5 

ｻｼｽ 29.1 47.8 23.1 

 

数学Ⅱ・Ｂ 

１ 問題は全体として、教科書の節末・章末問題と比べ 

 人数 ％ 

やさしかった 12 0.6 

同じ程度だった 98 4.7 

むずかしかった 1963 94.7 

２ この程度の問題ならば 

 人数 ％ 

教科書中心の授業で十分 87 4.2 

受験準備が必要 1962 94.6 

３ 出題数は 

 人数 ％ 

少なすぎる 36 1.7 

ちょうどよい 921 44.4 

多すぎる 1116 53.8 

４ 出題分量に対して、時間は 

 人数 ％ 

少なすぎる 1305 63.0 

ちょうどよい 568 27.4 

多すぎる 200 9.6 



５ 問題の傾向についてみると 

 人数 ％ 

知識を問う傾向 313 15.1 

考え方を見る傾向 1035 49.9 

知識と考え方のバランスがと

れている 
725 35.0 

６ 解答形式（マークセンス方式）について、その練習は 

 人数 ％ 

しなくてもよい 306 14.8 

少しはしたほうがよい 1162 56.1 

大いにしなければならない 605 29.2 

７ どの問題を選択しましたか 

 人数 ％ 

第３問と第４問 1789 86.3 

第３問と第５問 113 5.5 

第４問と第５問 171 8.2 

８ 選択問題について 

 人数 ％ 

選択した問題のみを解いて 

マークした 
1919 92.6 

選択した問題以外も解いて、

自信のある解答をマークした 
152 7.3 

 

自己採点結果 

第１問 正答(％) 誤答(％) 無答(％) 

ｱ 76.9 20.3 2.8 

ｲ 49.0 44.9 6.1 

ｳ 39.5 51.9 8.6 

ｴ 48.7 43.6 7.7 

ｵ 31.4 57.7 10.9 

ｶｷ 21.4 66.2 12.4 

ｸ 34.8 54.7 10.5 

ｹ 29.7 55.4 14.9 

ｺ 38.5 44.9 16.6 

ｻｼ 8.6 67.9 23.5 

ｽｾｿ 43.0 42.4 14.6 

ﾀﾁﾂﾃ 26.9 53.0 20.1 

ﾄﾅ 34.7 40.8 24.5 

ﾆ 45.5 30.4 24.1 

ﾇ 45.2 29.8 25.0 

ﾈﾉﾊ 8.7 56.4 34.9 

第２問 正答 誤答 無答 

ｱｲ 52.6 40.5 6.9 

ｳ 54.4 38.8 6.8 

ｴ 51.0 42.2 6.8 

ｵｶ 80.6 17.2 2.2 

ｷｸ 70.1 26.1 3.8 

ｹｺｻｼｽ 64.1 28.5 7.4 

ｾｿ 27.4 53.5 19.1 

ﾀﾁﾂ 19.0 50.9 30.1 

ﾃﾄﾅ 12.3 51.7 36.1 

ﾆ 30.1 38.1 31.8 

ﾇ 17.6 46.5 35.9 

ﾈﾉﾊﾋ 11.5 45.1 43.4 

第３問 正答 誤答 無答 

ｱｲｳｴ 85.2 13.1 1.7 

ｵ 70.1 26.3 3.7 

ｶ 37.7 52.5 9.8 

ｷ 43.2 44.8 12.0 

ｸｹ 40.6 42.2 17.2 

ｺｻ 26.9 44.9 28.2 

ｼｽ 36.0 32.6 31.3 

ｾｿ 29.2 36.9 33.9 

ﾀﾁ 2.8 55.9 41.4 

ﾂﾃ 7.3 50.9 41.7 

ﾄﾅ 19.6 38.3 42.1 

ﾆﾇﾈ 1.4 51.7 47.0 

第４問 正答 誤答 無答 

ｱｲｳ 85.1 13.1 1.8 

ｴ 69.0 26.5 4.5 

ｵｶ 87.3 10.0 2.8 

ｷ 80.0 16.1 3.9 

ｸｹ 42.4 45.9 11.7 

ｺｻ 45.5 40.3 14.2 

ｼｽｾ 34.2 44.8 21.0 

ｿﾀﾁﾂ 25.7 43.1 31.2 

ﾃﾄ 8.3 52.5 39.1 

ﾅﾆ 15.0 46.1 38.9 

ﾇﾈﾉﾊﾋﾌ 7.0 44.6 48.4 

ﾍﾎ 2.8 49.0 48.2 

第５問 正答 誤答 無答 

ｱｲｳ 80.4 15.5 4.1 

ｴｵ 80.8 14.3 4.9 

ｶｷ 77.6 17.1 5.3 

ｸ 78.0 15.9 6.1 

ｹｺｻ 44.5 39.6 15.9 

ｼｽｾｿ 15.5 55.5 29.0 

ﾀ 6.5 68.2 25.3 

ﾁﾂ 2.0 54.3 43.7 

ﾃﾄ 1.6 54.7 43.7 

 

 

 

 



センター試験 【数学Ⅰ・数学 A、数学Ⅱ・数学 B】 

平成２７年１月１８日実施 各６０分 各１００点 
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【数学Ⅱ・数学Ｂ】 

 

               

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



               

               

            

 

 

 

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                                                                          

                                                                                          

                                                                                          

                                                                                          

                                                                                          

                                             

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


